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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は500MeV-900MeVの 光子エネルギーにおける中性子 からの中性TF中間子の光発生 (γ+n-㌔




子中の中性子を標的としているので, 陽子のスペクテ一夕模型 (これはこのエネルギ- 領域では充分妥当











を鉛放電箱で知って光子の飛行方向をきめており, 一方 そのエネルギーを チュレンコフ計数管で測定す
る｡打0が崩壊してできる2個の光子を夫々このような2個の光子測定器で測ると, 2個の光子のエネルギ
ーと2 光子の飛行方向のなす角度が知れる. これらの諸量から元の7TOの 3 次元 運動量ベクトルが精密に
求められるわけである｡
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中性子ホドスコープは16個のプラスチック ･ シンチレーション計数管を4行 ･4列のマト) ックス状に
並べたものであって, そのホドスコープ ･アドレスから中性子の飛行方向をきめ, 飛行時間測定によって
中性子のエわ レギーを測定している｡ 又, 中性子ホドスコープの前面におかれた反同時計数シンチレーシ
ョン計数管によって陽子も同一装置で測ることができるようになっている｡
実験結果はγ+n-2TO+n反応の微分断面積をγ+p-ZrO+p反応のそれとの比で 得られているが, これを
解析した結果, 1 ) この比の値は第二共鳴即ちD 13附近では大きな角度を除いては, ほぼ 1 に等しい｡ こ
れはD 13への光子励起に関してはアイソベクトル光子の寄与が大部分であるということを示唆している｡
2)低いエネルギー (500-600MeV)では, この 比の値は1より大きくなる傾向がある｡ 3)核子の光
子励起によってP ll共鳴が作られた形跡はない ; との結論を得ている｡





























える｡ 更に本論文の研究は前述のように単一中間子光発生の四つの基本過程の一つ (γ+n- 7CO+n反応)
に対する500MeV-900MeVのエネルギー領域における世界最初の系統的な実験データを与えたわけであ
り, その学問的意義は高く評価される｡
これを要するに本論文の研究は素粒子物理学の分野に重要な数多くの知見を加えたものと云うことがで
きる｡ 参考論文はいずれも申請者の高エネルギー物理学 ･素粒子物理学におけるすぐれた学識と研究能力
を示している｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
- 116-
